申　立　書　付　票
これは，申立書を補充するものです。申立書と一緒に提出してください。
　この付票は，申立人（申立人が記載できないときは，本人の事情をよく理解している人）が記載してください。あてはまる項目の□に☑印を付け，空欄に実情を記入してください。
　作成者　□申立人，□その他（氏名：　　　　　　　，本人との関係：　　　　　）　
１　この申立ての内容に関して，これまでに家庭裁判所の手続を利用したことがあり　　ますか。
□　ない
　 □　ある　申立時期：平成・令和　　年　　月頃　申立人氏名：　　　　　　　　　　
　　　　　　 裁判所　：　　　　家庭裁判所　　　　　支部・出張所　　
　　　　　　 事件番号：平成・令和　　年（家）第     　号  事件名：　　　　　　　
２　本人の状況
　本人は現在どこで生活していますか。
　□　自宅又は親族宅で生活している。

　　　　□家族による介護・□介護サービス・□特に介護は受けていない

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
　　　　同居者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本人との関係　　　　　　　）

　　　　最寄駅：　　　　　 　 線　　　　　　駅下車　
徒歩・バス（　　　　　　行・　　　　　　バス停下車）　　　　　分

□　病院，老人ホーム等の施設で生活している。
        病院・施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
          入院・入所日：平成・令和　　　年　　月　　日
          所在地：　〒　　－
                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                 　電話　　　（　　　）　　　　　　　（担当職員名　　　　　　）
          最寄駅：　　　　　　　線　　　　　　駅下車　
徒歩・バス（　　　　　　行・　　　　　　バス停下車）　　　　　分
□　転院・移転予定あり（　　　　年　　月頃：移転先　　　　　　　　　　　）
□　転院・移転予定なし
　該当する箇所にチェックをしてください。
　　□　介護認定

　　要支援（□１・□２）・要介護（□１・□２・□３・□４・□５）
　　　□　療育手帳（□ eq \o\ac(○,Ａ)・□Ａの１・□Ａの２・□Ｂの１・□Ｂの２）
□　精神障害者保健福祉手帳　（□１級・□２級・□３級）
　　　□　いずれもない。
　本人の現在の状態
　①　裁判所に行くこと
　　□　申立人又は介助者と一緒に裁判所に行くことができる。
　　□　不可能，または容易に行くことができない。

　　　　　（理由 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　②　会話能力

□　会話が成り立つ。

□　会話として意味が通じない。または通じないことが多い。

　　　□　会話にならない。
３　本人の経歴・病歴
　本人の経歴（最終学歴，主な職歴，結婚，出産等）を記入してください。
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  　本人の病歴（病名，発症・受傷時期，その後の入院期間等）を記入してください。
４　この申立てについての本人のご意見はいかがでしたか（原則として知らせて下さい。）。
　□　申立人は本人である。
　□　知らせた。
        本人は，後見人等を付けることに同意していますか。
　　　　　　□　同意している。
　（本人が書字することができる場合「本人の意見書」も提出してください。）
　　　　　　□　同意していない。（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　□　分からない（本人が理解できない場合を含む。）。
        候補者が後見人等になることについての本人の意向はいかがですか。
　　　　　　□　本人は，候補者が後見人等になることに賛成している。
　　　　　　　（本人が書字することができる場合「本人の意見書」も提出してください。）
　　　　　　□　本人は，候補者が後見人等になることに反対している。
　　　　　　　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　□　分からない（本人が理解できない場合を含む。）。
　□　知らせることができない。
　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
５　家庭裁判所調査官が本人のところへ面接調査に行く場合がありますが，留意点（訪問可能な時間帯，訪問する際の本人の精神面への注意等）があれば記載してください。
 
 
 

６　本人の親族
　　推定相続人のうち「親族の同意書」を提出していない方について記載してください。
　　　※推定相続人とは，本人が亡くなった場合に相続人になる方です。

　　　　　例えば，本人の配偶者及び子（子がいない場合は配偶者と親，親がいない場合は配偶者と兄弟姉妹）など
	関 係 
○で囲む。
	住　　所　・　氏　　名
	  　　
年齢　/  同居・別居の別　/  それぞれの考え

	配偶者
  　子
 父・母
 兄・弟
 姉・妹

	 〒　　－
氏名　　　　　　　　　　　　
	年齢　　歳　　同居・別居（電話　　－　　　－　　　　）
  この申立てについて
□知っている　　□知らない
  申立てをすることに
□賛成している　□反対している　□不明
  候補者が後見人等になることに
□賛成している  □反対している　□不明


	 配偶者
  　子
 父・母
 兄・弟
 姉・妹

	 〒　　－
氏名
	年齢　　歳　　同居・別居（電話　　－　　　－　　　　）
  この申立てについて
□知っている　　□知らない
  申立てをすることに
□賛成している　□反対している　□不明
  候補者が後見人等になることに
□賛成している  □反対している　□不明


	 配偶者
  　子
 父・母
 兄・弟
 姉・妹

	 〒　　－
氏名
	年齢　　歳　　同居・別居（電話　　－　　　－　　　　）
  この申立てについて
□知っている　　□知らない
  申立てをすることに
□賛成している　□反対している　□不明
  候補者が後見人等になることに
□賛成している  □反対している　□不明


	配偶者
  　子
 父・母
 兄・弟
 姉・妹

	〒　　－
氏名
	年齢　　歳　　同居・別居（電話　　－　　　－　　　　）
  この申立てについて
□知っている　　□知らない
  申立てをすることに
□賛成している　□反対している　□不明
  候補者が後見人等になることに
□賛成している  □反対している　□不明



　　反対の意向を示している人がいれば，その理由や内容を具体的に記載してください。
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